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「後ろのものを忘れ、ひたすら」 

 

フィリピの信徒への手紙 3 章 

12 わたしは、既にそれを得たというわけではなく、 

既に完全な者となっているわけでもありません。 

何とかして捕らえようと努めているのです。 

自分がキリスト・イエスに捕らえられているからです。  
13 兄弟たち、わたし自身は既に捕らえたとは思っていません。 

なすべきことはただ一つ、後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ、  
14 神がキリスト・イエスによって上へ召して、お与えになる賞を得るために、 

目標を目指してひたすら走ることです。 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 

パウロは自分自身の心境を丁寧に吐露しています。 

自分は自分の思っているような「人格」や「キリストに似たもの」に 

到達していないし、いわゆる人間離れした「解脱者」のようにはなっていないと 

断言しています。 

しかし、なんとかしてキリストに似たものとなれるように努力をしているのだと 

語ります。 

その原動力は「キリストに捕らえられているからだ」というのです。 

自分の心がキリストに捕らえられ、いわば、キリストの完全なハート型の心が 

自分の中に据えられているのだ、しかし、自分自身の心は完全なハート型になっていない 

そういう不釣り合い感をパウロは伝えていて、だからこそ、その形にぴったりフィットするように 

キリストの愛を深く知ろうとしているのだというのです。 

 

そのためにもパウロが進まなければならない態度は 

「後ろのものを忘れ」 

「前のものに全身を向け」 

「目標を目指してひたすら走る」 

ことだと断言しています。 

 

「後ろのものを忘れ」とは自分の過去の栄光ある履歴、家柄、そして過去の時代のこだわりを捨て、今を生

きること。 

「前のものに全身を向け」今日を生きることに全力を傾け、「生きる」ことにこだわって進むこと。 



 さらに、前途に、キリストが約束してくださっているすべての祝福、人格的な徳目、神様からの褒め言葉、

最終的には自分自 身の完全な救いを常に心に思い巡らしながら、「今、ここ、そして明日」に向けて生きる

様を語っています。 

 

「目標を目指してひたすら走る」とは目標をしっかり心にとめるわけですが、「永遠に生ける救い主キリストと

出会うこと」 

「キリストが地上で託してくださったなすべきことをしっかりやり抜く覚悟で生きる」ということになるでしょう。 

 

パウロは獄中で手紙を書きながら、それらの心のうちに萌える意識を燃え立たせ続け、「今日も生かされて

いるからにはなすべきことはたくさんある」という思いで生きていたのだと思います。 

不自由な獄中の中でこれらの思いを生きるとなると、身体的な活動は極端に制限されていますから 

内面的なメンタル的な活動によって、この意識を維持して行かざるを得なかったと思います。 

テモテからいろいろな情報を聞かせてもらうこと、自分の中に蓄えられている詩編を思い出して口ずさんで

みること祈りと黙想の中で自分の心を奮い立たせることなどによってパウロはこれらの毅然とした態度を維

持することができたのだろうと思います。 

 

高齢化が進み、認知症などの影響が出てくると 

「後ろのもので自慢話は決して忘れず、今、さっきの大切な事柄を忘れ、自分の欲しい物にばかり心が捕ら

えられてしまい目標も意味も考えず衝動で動いてしまう傾向がどんどん強くなっていきます。そしてプライド

と感情だけはとても敏感になっていきます。なかなか自分の責任でこの問題が発生したことを認めることが

できず、すぐに人のせいにする癖もついてきます。 

それでも決して、忘れないものがあります。それは「主のいのり」と「自分の名前」そして「好きな讃美歌」 

神様はそれらのものを私たちの心に残してくださって、それによって神様に愛されている自分をわすれない

ようにお守りくださるのです。ですから、私はパウロのようには生きられないと感じている人も、安心していて

大丈夫です。 

さらに言えば、自分に優しい人のことは大好きになりますから、そういう人に感謝し、明るく生きられたら良

いのでしょうね。 

 

＊＊＊ 

youtube での礼拝映像はこちらです 

https://youtu.be/8dOjevE2CYY 

https://youtu.be/8dOjevE2CYY

